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北海道旭川市における屋根雷観測 ～中高層建築物の屋上積雷分布について～

堤 拓哉`高倉政寛 (道立北方建築総合研究所),苫米地司 (北 海道工業大学 )

1 はじめに

北海道などの乾雪地域では,建物屋上の積

雪深の不均一度が風に影響される 。。屋根上

の吹きだまりは局部的な荷重増加や軒先での

雪庇の形成など種々の積雪障害に繋がる。既

往の屋上積雪深の観測によれば,屋上の積雪

性状は風速や気温などの気象要因と建物から

の伝熱の影響を強く受けると報告されている

2● 。一方で風の影響を強く受ける中高層建築

物の屋上積雪性状や断熱性能の向上による影

響などについては,十分に明らかになってい

ない。本研究では,多雪寒冷地に建つ中高層

建築物の屋上積雪性状を把握すると共に風洞

実験などによる屋上積雪の予測に関する基礎

的資料とするため,北海道旭川市において中

高層建築物の屋上積雪深の観測調査を行つた。

2 調査概要

21 調査対象

調査対象 とした建物は北海道旭川市内の

陸屋根を持つ集合住宅 No 01～ 04と した。調

査対象の概要を表 1,写真 1～ 4に示す。建物

の建設年度は昭和 61年から平成 11年で,建

設年度の違いにより屋上の断熱仕様が異なる。

建物の規模は 5F～9F建 ,軒高は 144～275m
である。パラベットの高さは 22～ 30cmの範

囲にある。建物 No ol～ o3の立地場所は低層

および中高層の集合住宅と戸建住宅が混在す

る地区にあり,NO o4は ,周辺に同規模の建

物は無く戸建住宅などの低層建物が大部分を

占めている。建物の配置方向については,降
雪時の恒風方向が No 01,o2がほぼ建物短軸

方向,No 03,04が建物長軸方向である。

22 調査方法

調査は,各建物の屋上積雪深を無雪期に設

置 した鋼製の積雪深計を用いて 目視により

lcm単位で計測 した(写真 5,6)。 積雪深計は降

雪時の恒風方向と平行になるように N001,

02は建物短軸方向沿い,No 03,04では建物

長軸方向沿いに,風下側のパラペットを基準

位置として風上方向へ向かつて測定間隔 1～

2m,測 定長さ 11～24mで設置 した。設置位

置は避雷針や排気口など屋上設置物の影響の

少ない位置とした。屋上積雪深の測定と併せ

て地上積雪深を対象建物付近の障害物の影響

が無い平坦地にて計測 した。

調査は 2003年 12月 ～2004年 3月 にかけ

て延べ 6回 実施 した。各調査地点における外

気温,風向風速の参考値については旭川市が

管理する気象観測点の観測値を使用 した つ。

積雪深の経 日変化については気象庁アメダス

表 1 調査対象一覧

記 号 e設年
階

数 屋上断 熱仕様

No ol S61 9
小屋事 発泡フラスラタ保温材
50mm

No o2 H01 小屋裏 発泡フラスつ ′保温材
75111m

No 03 H06 小屋事 発泡フラス●夕保担材
76mm

No 04 H ll 9
屋上 発泡フ ラスチック保担材
50nlm× 2月 屋ヽ裏UF25mm

写真 l No 01 写真 2 No02

写真 3 No 03 写真 4 No 04
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の観測値を使用 した。

の位置を図 1に示す。

(2004)

建物および気象観測点

図 1位置 図 (ol～o4:建物位置, I～ Ⅵ :気象観測点)

3.調査結果

31 旭川市の降積雪の状況

アメダスで観測 された日最深積雪深およ

び各建物位置での地上積雪深の推移を図 2に

示す。旭川市の積雪は 2004/2/21ま で平年よ

り少ない 60cm程度で推移したが,それ以降

は 100cm以 上まで増加 し,概ね平年並の積雪

深となつた。アメダスによる観測期間内の日

降雪量の最大値は 41cm(2003ノ 12ノ07),日 最深

積雪深の最大値は 117cm(2004/3/02)で ある。

各調査建物の地上積雪深はアメダス観測によ

る積雪深の経日変化と同様な傾向で変動 して

いるが,建物 No.02,03の 地上積雪深は他の

地点と比べて大きく,No.01は 10cm程度少

ない傾向にある。No.01と No.02の地上積雪

深差は最大で 31cm(2004/03/02)で あつた。

3.2 風向・風速,外気温の状況

各気象観測点の日降雪量が 5cm以上あった

日の風向発生頻度は,観測点 IがW(24.8%),

観測点 Ⅱが WSW(20.9%),建 物 No.01に 近い

観測点Ⅲが SSE(14.7%)お よび W(14.4%),観

測点Ⅳが WSW(153%),建 物 No.02,03に

近い観測点 Vが SW(18.7%),建物 No.04に 近

い観測点Ⅵは SSW(19.8%)が 最多風向であつ

た(図 1)。 各気象観測点で観測 された 日平均

風速および外気温の概況を表 2に 示す。 日平

均風速は各観測点において 1.Om/s以下 とな

り弱風の環境下であつたが,降雪時(日 降雪量

5cm以上)に風速が増加す る傾向が見 られ ,日

平均風速の最大値 (2.2～ 2.9m/s)は いずれ も

降雪時に記録 された。観測点位置の差異によ

る日平均風速の差は顕著ではないが,観測点

Ⅲが他の場所 よりやや高い値 となっている。

外気温については,平均気温が -5.0℃ を下回

つている状況にあつた。
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図 2地 上積雪深の推移(20031201～ 20040320

33 屋上の積雪深分布状況

調査対象建物における屋上風下側の積雪深

の分布状況を図 3～6に ,地上積雪深に対す

る屋上各点の積雪深比(屋上各点の積雪深/地

写真 6設 置状況・積雪有写真 5設置状況‐積雪無

表 2日 平均風速および外気温(2004.01～ 02)

記

号

日平均風速(m/s)
外気温(℃ )

全数 (n=60) 降雪時(n=21)

平均 最 大 平 均 最 大 平 均 最 低

I

E

皿 54

Ⅳ

V 55

Ⅵ
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上積雪深)の 平均値,最大値,標準偏差を表 3

に示す。以下に各建物の屋上積雪深の分布状

況および風下側パラペ ッ ト近傍の吹きだま り

性状について述べる。

①No.01,No.02

図 3に よれば No.01の積雪深分布は,両端

のパラペット近傍の積雪が屋上中央付近と比

べ顕著に多い状況が見られ,最深積雪時の風

下側パラペット付近の積雪はパラペット高さ

の最大 2.7倍 まで堆積 した。No.02の 積雪深

分布もNo.01と 同様の傾向が見られ,風下側

パラペ ッ ト付近の積雪はパラペ ット高さの

2.9倍 まで堆積 している(図 4)。 これらの堆積

形状については,主風向が同一である苫米地

ら Dの RC造 3階建の実測結果と同様な傾向

を示 している。ここで図 3,4に よりNo.01,02

の屋上積雪深の堆積過程を見ると,建物中央

付近(計測位置 X=3～ 8)の積雪深は降雪初期

段階から最深積雪時にかけての変動が少ない。

これは,積雪深が少ない箇所では融雪の影響 ,

積雪深が 10cm以上で推移 している箇所は積

雪層の断熱効果と風による吹き払いの影響が

大きいと考えられる。一方,パ ラペット近傍

の積雪深は,降 雪初期の 2003/12/11か ら

2004/02/06の 間は地上積雪深の増加に伴い

漸増 しているが,2004/02ノ06か ら 2004ノ 03ノ02

の間は地上積雪深が 30cm以上増 しているに

も関わらず,増加が見られない。これは,雪
の沈降による積雪深の低下と共に,新たに積

もつた雪が風により吹き払われているためと

考えられる。表 3か ら屋上積雪深の地上積雪

深との比をみると,降雪初期において積雪深

比の最大値は No.01が 1.2,No.02が 1.3と

なり,屋上積雪深が地上積雪深より多い状態

が見られる。最深積雪時には最大値が 0.64,

0.67,平均値が 032,0.38と なった。また ,

断熱性能が比較的劣るNo.01は融雪の影響に

より標準偏差が非常に大きい。以上から,降
雪時の卓越風向が建物の短軸方向の場合,両
端のパラペット近傍の積雪が中心部の積雪よ

り多い凹形の分布形状を示 し,風による吹き

払いの影響を受け積雪深の増加が少なくなる

北海道の雪氷 No.23(2004)

傾向にある。また,断熱性能が劣る建物は ,

融雪の影響により積雪深のバラツキが非常に

大きい。

表 3 積雪深比(屋根上積雪深/地上積雪深)

記 号

平均 値 最大値 標準 偏 差

雪

期

降

初

深

雪

最

積

雪

期

降

初
深

雪

最

積

雪

期

降

初

深

雪

最

積

No 01 057 120

No 02

No 03

No 04 058

※降雪初期:2003.12.11,最 深積雪時:2004.03.02
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図 3 No01屋上風下側の積雪深分布

図 4 No.02屋上風下側の積雪深分布
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図 5 No.03屋上風下側の積雪深分布
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図 6 No.04屋 上風下側の積雪深分布

②No.03,No.04

降雪時の卓越風向が建物の長軸方向の

No.03,No.04に ついては,降雪初期から最

深積雪時にかけて地上積雪深の増加に伴い風

下側の積雪深が漸増 している(図 5,6)。 パラペ

ット付近の積雪はNo.03がパラペット高さの

3.2倍 ,No.04が 2.3倍まで堆積 した。屋上面

の吹きだまり性状については,No.03は 風下

側パラペ ット付近において吹きだまりにより

積雪深が顕著に増加 しているが,No.04は 降

雪初期を除き,ほ ぼ一様に堆積 している。

No.03,04の 屋上面の断熱仕様は異なってい

るが(表 1),建物周囲の日平均風速について

は観測値にほとんど差が見られない(表 2)。 苫

米地ら いによれば,屋上面での吹雪量は吹走

距離(屋 上面の長さ)に 影響を受け,吹走距離

が長いほど吹雪量が多く,屋根上積雪分布が

不均一になることが明らかになっている。以

上から,堆積性状の差異は No 03と No.04の

断熱仕様の違いと共に屋上面の長さの違いに

よる吹雪量の影響など複合的な要因によるも

のと推測される。地上積雪深と屋上積雪深と

の比については,降雪初期においては積雪深

比の最大値がlNo.03が 1.1,No.04が 12と

なり地上積雪深より多い状況が見られ,最深

積雪深時には最大値で0.8,0.6,平 均値で0.42,

0.58と なった。標準偏差については,No.03

は吹きだまりなどの影響により降雪初期より

最深積雪時にかけて増加 した。断熱性能の高

い No.04は 大幅に減少 した。以上から降雪時

の卓越風向が建物長軸方向の場合は,地上積

雪深の増加と共に,風下側の積雪深が増える

傾向にある。これは,卓越風向沿いに屋上面

が長いことから,吹雪が発達するために必要

な吹走距離が十分に確保 されているためと考

えられ る。

また,建物 No.01～ 04の 全てにおいて,屋
上風下側に雪庇が形成 される状況が見 られた。

雪庇は風下側パラペ ッ ト近傍の積雪深がパ ラ

ペ ッ ト高 さを超えると形成が始まり,積雪深

の増加に伴い徐々に成長 した。 これ らの傾向

は既往の観測結果 と同様な傾向であつた。L

4.ま とめ

北海道内陸部に位置する旭川市において ,

中高層建築物の屋上積雪に関する観測調査 を

行つた。調査において建物屋上の積雪深の分

布性状には,降雪時の卓越風向 と建物の配置

方向,屋上断熱性能,屋上面の長 さ(吹雪の吹

走距離)な どが複合的に影響 している状況が

見られた。引き続 き屋上積雪に関す る調査を

実施 し,気象条件や断熱性能等 との関連,パ
ラペ ッ ト高さおよび屋上周囲の気流性状の影

響,風洞実験 との対応方法などについて検討

を行 う予定である。
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